
人とペットの診療の違いは、人は自分で症

状を訴えますが、ペットは言葉では伝えらな

いことです。また、人では科目ごとの医師が

診療にあたりますが、ペットでは一人の獣医

師がすべての科目をみることが多いという点

でしょう。最近は、眼科や皮膚科など専門性

をうたった病院も出始めていますが、まだま

だ少数で、これからです。

このように診療形態に大きな違いはありま

すが、病気という点では、人もペットも同じ

ような病気を発症することが日常少なくあり

ません。たとえば、眼科では「白内障」です。

当院で白内障手術を行ったヨ○ロー君は6歳の

アメリカン・コッカー・スパニエルの男の子

でした。白内障を発症するペットのなかでア

メリカン・コッカー・スパニエルの割合は高

く、しかもその多くは遺伝性の要素が強い若

年性です。なかには数カ月齢ととても若い子

もいます。さて、ヨ○ロー君ですが、初診時

からハイテンションで、待合室では誰かれ構

わずほえたて、「ウ～」と威嚇していました。

診察時には、慣れた看護師になだめられたり、

うまい誘導・保定のお陰で一連の検査を無事

終えることができました。

白内障の程度が未熟ということで、飼い主

も手術を希望し、入院となりました。手術は

うまくいき、視力回復も順調でアイコンタク

トもとれるようになりました。入院中スタッ

フをかむような事故はありませんでしたが、

注射のときには「ウ～」と怒るし、ケージの

中でもよくほえていました。

でも、何より大変だったのはケージの中で

のウンチでした。トイレを兼ねて朝夕散歩に

出すのですが、そのときは散歩に夢中でトイ

レどころではないようです。いつもケージ内

でして、踏んづけて手足を汚してしまうので

す。それが退院まで続くのですから日々シャ

ンプーに追われてスタッフもヤレヤレといっ

た感じでした。でも、目の経過はとても良く、

予定どおり無事退院の運びとなりました。
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「ジーッとがまん、エライでしょ！」と言わんばかり
に、おとなしく目の検査を受けている患犬（� ｐ.8）

全国でも数少ない、動物専門の眼科ケアセンター。ここに来院する

さまざまな“患者さん”にまつわるエピソードを紹介します。
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＊〒187-0032 東京都小平市小川町2-1344-2

目を細めたり、つぶったり、かいたりするしぐさは、目の「痛み」のサインです。白内障、
緑内障、ドライアイ、ぶどう膜炎などが疑われます。動物病院でみてもらいましょう！

白内障のアメリカン・コッカー・スパニエル
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